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開催が決定した時点で
同窓会ホームページ、ならびに

LINE公式アカウントにてご案内いたします。

城薬39号　目　次

同窓会事務局：〒468-8503　名古屋市天白区八事山150
　　　　　 　　FAX：052-837-0545
　　　　　 　　E-mail：joyakuob.jimukyoku@gmail.com

ホームページ：URL　http://www.meijo-yaku-ob.jp/
卒業生情報ページ　ユーザー名：joyaku27
　　　　　　　　　パスワード：hmcm60dy

※現在、事務局職員在中時間が不定期の為、連絡はFAXまたはメールでお願いいたします。

★★★同窓会事務局からのお知らせ★★★

～ 卒 業 生 の 皆 様 へ ～

令和8年度 代議員総会
第18回名城大学薬学部同窓交流会

同封の用紙にて年会費の有効期限をご確認ください。有効期限が2025年度
までの方は、同封の専用振込用紙にて是非とも継続納入をお願い致します。

◇お問合せ先　組織強化委員会
E-mail：soshiki@meijo-yaku-ob.jp　FAX 052-837-0545

詳細は同窓会ホームページ、ならびにLINE公式アカウントにてご案内いたします。
※昨年の議事録は同窓会ホームページにも掲載いたします。

詳細は同窓会ホームページに掲載しています。

令和9年3月下旬
開催が決定した時点で同窓会ホームページ、ならびに
LINE公式アカウントにてご案内いたします。

開催が決定した時点で同窓会ホームページ、ならびに
LINE公式アカウントにてご案内いたします。

日本薬学会147年会 in 東京
名城大学薬学部同窓会懇親会

日本薬学会146年会 in 大阪
名城大学薬学部同窓会懇親会

第59回日本薬剤師会学術大会 in 新潟
名城大学薬学部同窓会懇親会

令和8年10月11日（日）開催予定

令和8年3月27日（金）開催決定

令和8年5月31日（日）同日開催（ホテル名古屋ガーデンパレス）
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同窓会会長

黒 野  俊 介

その絆を未来へ、
　　　  そしてチカラへ

（31 回生）

　平素より同窓会活動に格別のご理解とご支援を賜
り、心より御礼申し上げます。
　31回生の黒野俊介です。昨年に引き続き、同窓
会会長としてご挨拶申し上げる機会をいただきまし
たことに、改めて感謝申し上げます。
　私は就任にあたり、「その絆を未来へ、そしてチカ
ラへ」というスローガンを掲げました。本年度もこの
言葉を活動の軸とし、同窓会が世代や立場を超えて
つながり合い、母校および社会の発展に寄与する「力
ある組織」となることを目指して取り組んでまいりま
した。
　本年度は、役員会・委員会活動の円滑化と情報
共有の強化を重要課題と位置づけ、会議体の運営改
善や連絡体制の整備に注力してまいりました。また、
同窓会研究助成事業の実施や卒後教育講座の共催、
同窓会誌「城薬」の発行、日本薬剤師会学術大会や
日本薬学会年会に合わせた同窓会懇親会の企画など、
学びと交流の機会を継続的に提供できるよう努めて
おります。これらの活動は、役員の皆様の献身的な
ご尽力と、会員各位の温かいご理解とご協力によっ
て支えられているものであり、心より感謝申し上げます。
　一方で、同窓会を取り巻く環境は大きく変化して
います。若い世代の参加促進、支部活動やクラス会
の活性化、会費納入や会務運営の効率化、さらには
情報発信の在り方など、将来を見据えた課題もより
明確になってきました。さらに本年度は、役員等選
出委員会から同窓会の在り方や組織体制に関する答
申をいただき、今後の運営を考える上で重要な示唆
が示されました。これらを真摯に受け止め、より開
かれ、参加しやすい同窓会へと進化させていくことが、

現執行部に課せられた責務であると考えています。
　今後は、情報発信のさらなる充実や行事の工夫を
通じて、これまで同窓会活動に触れる機会の少なかっ
た会員の皆様にも関心を持っていただけるよう努め
るとともに、世代を超えた交流が自然に生まれる場
づくりを進めていきたいと考えています。
　特に、日々現場の第一線で活躍されている若手・
中堅会員の皆様には、同窓会を「参加する場」「つ
ながりを広げる場」として、ぜひ主体的に関わって
いただけることを期待しています。
　同窓会の最大の財産は、言うまでもなく「人」と「絆」
です。学生時代に培ったつながりは、年月を経ても
なお、互いを支え合う確かな基盤となります。その
絆を次世代へと確実につなぎ、社会に役立つ力へと
高めていくことこそが、私たち同窓会の使命ではない
でしょうか。そのために現役学生への支援や若手卒
業生との交流を活性化させ、母校・名城大学薬学部
のさらなる発展にも貢献していきたいと考えています。
　次年度に向けては、本年度に得られた成果と課題
を丁寧に整理し、同窓会活動の質を一段高めるとと
もに、持続可能な運営体制の構築にも取り組んでい
く所存です。
　結びに、これまで同窓会を支えてこられた諸先輩
方への深い敬意と感謝を申し上げますとともに、今
後も会員の皆様一人ひとりのお力添えを賜りながら、

「その絆を未来へ、そしてチカラへ」という思いを具
体的な形にしてまいります。引き続き、同窓会活動
へのご理解と積極的なご参加を心よりお願い申し上
げます。
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薬学部長

亀 井  浩 行

自己成長のための
振り返り

　名城大学薬学部同窓会の皆様におかれましては、
益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。この度、
神野 透人前学部長の後任として、令和7年4月1日
付で薬学部長・薬学研究科長を拝命しました亀井 浩
行です。本学の卒業生で27回生になります。2021
年より薬学科長、2023年より協議員として学部の
運営にも参加させていただきました。本学部のさらな
る発展のために精一杯務めてまいりますので、何卒
ご指導、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。
　薬学部のこの1年を振り返りますと、2025年は、
寒暖の差が厳しい天候の中ではありましたが、桜の
咲き誇る中、ドルフィンズアリーナ（愛知県体育館）
で入学式が執り行われました。新入生のミキサーでは、
入学後の初めての週末に学内で、在学中の先輩学生
が見守る中、充実した笑顔あふれる交流会が行われ
ました。2026年は名城大学開学100周年の事業に
合わせて、天白キャンパスに新アリーナ（通称ライオ
ンズアリーナ）が完成予定で、2026年3月・4月には、
本学の天白キャンパスの新アリーナで、卒業式と入
学式が執り行われる予定となっています。
　また、2025 年 2 月に実施された第 110 回薬剤師
国家試験では、本学は私立大学の中で第2位の合格
率と、大変素晴らしい成果をあげることができまし
た。第108回と第109回（2年連続）の全国第1位
とはならずしも、引き続き好成績を上げることができ、
これも学生の皆さんの弛まぬ努力はもとより、皆様
方のご支援の賜物と、心より感謝申し上げます。
　本学の薬学教育の取り組みとして、2024年度の
新入生から「令和4年度改訂版薬学教育モデル・コア・
カリキュラム」に基づく、新カリキュラムを開始しま
した。この改訂には近年の社会構造の変化に対して、
予測困難な出来事に柔軟に対応し、社会のニーズに
応える共通認識を持った医療人の養成が必須である
とのコンセプトが基盤となっています。この中で本学
部では、プロフェッショナリズム教育として、多職種
連携教育に加え、地域活動・ボランティアなど新た
な体験型学習も導入し、今後、他の医療系の学部と
同様に、医療人として成長することが大いに期待さ
れています。

　薬学研究においては、コロナ禍で中止となっていた、
学生自身が主体的に行う「学生フォーラム」が2025
年2月15日に開催されました。5年生を中心に各研
究室の研究紹介が行われ、多数参加した低学年の学
生の研究に対するモチベーションの向上に期待が高
まりました。また、同日に「若手研究者シンポジウム」
が初めて開催され、教職員や学生など約100名が参
加しました。2024 年 4 月に本学薬学部の特任教授
に就任された京都大学高等研究院の森和俊特別教授
も参加され、若手研究者の発表に耳を傾け、先端研
究の活発な議論が繰り広げられました。さらに、最
新のがん治療に精通した若手薬剤師を養成し、地域
がん医療の発展に寄与することを目的として、東海
がん専門医療人材養成プラン事業の下で、「名城大
学がん専門医療人材養成プラン（名城がんプロ）」も
開始され、社会人薬剤師7名がプログラムを受講し、
修了しました。
　また、2025 年は、「第 71 回日本薬学会東海支部
大会」の学術大会が八事キャンパスで開催されまし
たが、2026年も引き続きまして、7月5日に天白キャ
ンパスにて参加者1,500人以上の規模で私が大会長
を務めます「日本病院薬剤師会東海ブロック・日本
薬学会東海支部合同学術大会2026」を薬学の未来
をつむぐ─基礎と臨床の協働から─のテーマで開催
する予定となっています。主催する学術大会での発
表は、本学部の名声をさらに高めることになりますの
で、薬学部同窓会ならびに名城薬学後援会にご支援
を賜りつつ、学生・教員が一丸となって取り組んで
まいりたいと思います。
　日本の医療・福祉における分野は、今後さらに高
度化・複雑化し、薬学が担う役割も質的転換を迫ら
れ、基礎・臨床の視点から総合的に取り組んでいく
必要があります。本学部・研究科は、研究活動の拡
大及び研究力の強化、グローバルな視点からも次世
代を担う人材育成の推進に積極的に取り組んでいく
所存です。
　薬学部同窓会の皆様におかれましては、名城大学
薬学部の教育・研究活動に引き続きまして、ご理解
とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げ
ます。



◇会　　　場：名城大学薬学部　新1号館7階　ライフサイエンスホール

◇申　込　み：〒468－8503　名古屋市天白区八事山150　名城大学薬学部 卒後教育委員会
　　　　　　　TEL 052－832－1151
◇問い合わせ先：早川　伸樹（内線2178：hayakan@meijo-u.ac.jp）
　　　　　　　　黒野　俊介（内線3354：kurono@meijo-u.ac.jp）
◇受　講　料：３日間（１日だけの受講・分割受講は設定いたしません。あしからずご了承下さい。）
　　　　　　　［本 学 卒］6,000円（卒後１年目および２年目は3,000円）
　　　　　　　［他大学卒］8,000円（卒後１年目および２年目は4,000円）
◇定　　　員：250名（定員になり次第、締め切らせて頂きます）
◇申 込 期 間：2026（令和8）年3月18日（水）～5月14日（木）

日本薬剤師研修センター研修認定について：1日2単位（申請中）
・事前に、PECS（薬剤師研修・認定電子システム）に個人情報登録（新規登録）が必要です。研修会当日は、
　下記を必ず持参してください。
・PECS（薬剤師研修・認定電子システム）に個人情報登録した後、PECSより表示されるQRコード
　（QRコードは印刷してお持ちください。QRコードを読取装置に提示し読み取らせます。受講受付時と受講
　　終了後の2回の読取りが必要です。時間に余裕を持ってお越しください。）
・懇親会の開催はございません。

卒後教育委員会（薬学部･薬学部同窓会共催）

講演１（9：30～11：00）

5月17日

（日）

7月12日

（日）

皮膚・食物アレルギー診療のいま
─病態理解から考える最新治療と患者支援─

　藤田医科大学ばんたね病院 総合アレルギー科
　総合アレルギーセンター長　教授　矢上　晶子　先生

テクノロジーの進化による今後の薬剤師像

　株式会社カケハシ
　　　　　　　　　代表取締役社長　中尾　　豊　先生

講演２（11：10～12：40）

緩和ケア総論─苦痛緩和と意志決定支援─

　名古屋市立大学医学部附属西部医療センター
　　　　　緩和ケアセンター　助教　鈴木　奈々　先生

6月14日

（日）

調剤室から周術期の現場へ
─周術期を通して広がる薬剤師の仕事─

　一宮市立市民病院薬剤局
　　　　　　　　　　　　　　主任　川瀬　由莉　先生

縁の下の力持ち？
─分析化学が切り拓くこれからの薬学─

　名城大学薬学部分析化学研究室
　　　　　　　　　　　　　　教授　水野　　初　先生

慢性肝疾患の薬物療法
─処方箋から見える肝疾患の診療と病態─

　日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院
　　　消化器内科／総合診療科部長　川部　直人　先生

学内に駐車スペースが全くありません。公共交通機関をご利用下さい。

◇申し込み方法：Webによる申し込みのみ受け付けております。当日の申し込みはありません。
　　　　　　　・名城大学薬学部同窓会ホームページ　下記URLよりアクセスしてお申し込み下さい。
　　　　　　　　URL  http://www.meijo-yaku-ob.jp/
　　　　　　　・名城大学薬学部のホームページの「社会活動」からも同窓会ホームページにリンク
　　　　　　　　しております。
　　　　　　　・Webによる申し込み受付の完了後、受講料の振り込み方法についてメールでご連絡
　　　　　　　　致します。
　〈申し込み、振り込みの開始は、2026（令和8）年3月18日（水）以降となります。〉

2026（令和8）年度  卒 後 教 育 講 座  《日程ご案内》 【本年度は３回開催します】

3
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同窓会年会費ご協力のお礼
同窓会会長　黒　野　俊　介

◆年会費・納入方法◆
本誌同封の専用振込用紙
に必要事項を記入の上、
お振込みくださるようお
願いします。

〈 年　会　費 〉
1 年分　  2,000 円
3 年分　  5,000 円
7 年分　10,000 円

（卒業後 3 年間免除）

　日頃は同窓会活動にご協力いただきありがとうございます。
　今年も同窓会誌「城薬」で 1年の活動、大学の様子、お知らせなど
を皆様のもとにお届けすることができました。活発で円滑な同窓会活
動は皆様方のご協力とご支援あっての事と感謝いたしますと同時に役
員一同安堵の気持ちで一杯です。今年も年会費を納入していただき、あ
りがとうございました。皆様からお預かりした年会費は、同窓会活動
の源です。卒業生のために、また在校生のために有意義な同窓会活動
を企画・運営していくため、今後とも年会費のご納入を宜しくお願い
致します。

※同封の用紙にて年会費の有効期限をご確認ください。有効期限が 2026 年度までの方は、同封の専用振込用紙にて是

非とも継続納入をお願い致します。

◇お問合せ先　組織強化委員会　E-mail：soshiki@meijo-yaku-ob.jp　FAX 052-837-0545

　◇ 編 集 後 記 ◇

　「第101回欽ちゃん＆香取慎吾の全日本仮装大賞」（2026年1月12日放送）で、見事第3位を獲得した「エレベー

ター物語」。愛知県知多市の中学校を37年前に卒業した同窓生8人によるもので、リーダー役のスカウトに応じたメンバー

の中に、城薬の同窓生で39回生の代議員を務める平松明憲さんが含まれていました。8人の中には中学校時代は話し

たことのない方もおられたそうですが、そこは同窓の絆、素晴らしい成果につながりました。この平松さん、39回生の

LINEグループと年1回の同窓会（というよりもフランクな「飲み会」）ではリーダー役を務めておられますが、共通する

のは学生時代に話したことのない同窓生が気楽に参加できる雰囲気を作ってくれるところです。同窓のつながりは初対

面のハードルを下げ、温かく緩やかなコミュニティを形成します。そこから生まれる人脈や安心感が人生に彩りを与え

てくれることを平松さんに教えていただきました。

　さて、今号では若手理事による座談会を企画し、同窓会に対する想いを語ってもらいました。先輩、後輩それぞれの

立場で「同窓会」について考えるきっかけになれば、という企画です。どうぞご覧ください。同窓会会員の皆さまのご

活躍を心よりお祈り申し上げますとともに、引き続きのご支援をどうぞよろしくお願いいたします。

2026 年 3月　　川　口　秀　人（39回生）

同窓会会費（入会金）ご協力ありがとうございました

同窓会会費（入会金）納入のお礼

同窓会会長　黒　野　俊　介

　令和７年４月新入生及び在校生御父兄各位に同窓会会費の納入をお
願い致しました処、早速のお払込みを賜りました。
　お礼旁々まずはご報告申し上げます。

令和８年１月

同窓会年会費ご協力ありがとうございました
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株式会社  勝川薬局
代表取締役　松浦　隆 （昭和58年度卒）

近藤慎子 （昭和56年度卒 旧姓服部）
稲垣　渉 （平成8年度卒 旧姓杉田）
長谷川美那子 （平成26年度卒 旧姓伊藤）

在宅介護支援・健康サポート薬局

創業1855年

かちがわ薬局

〒486-0846  愛知県春日井市朝宮町2-14-6
　　　　　　　（アオキスーパー向側）
■TEL 0568-31-3592　FAX 0568-31-1463
■営業時間／9：00～20：00
■定休日／元日と2日
　　　　 （日・祝日は在宅業務のみ）

各種病院・医院の院外処方箋の受付のみならず、介護施設の
患者様の受け入れも積極的に取り組んでおります。
日頃より、地域の皆様の健康づくりのお役に立てますようス
タッフ一同精進しております。
お薬のみならず、病気予防・美容の悩みなどお気軽にご相談
ください。

かちがわ薬局

検索http://www.kachigawa-pharmacy.com
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広 告 掲 載 ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た

同窓会誌「城薬」第39号への広告お礼 同窓会会長　黒　野　俊　介

謹啓　早春の候、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。平素は格別のお引き立てをいただき、厚
くお礼申し上げます。
　さて、この度は、「城薬」第 ３9 号に広告協賛をいただき、誠にありがとうございます。現在、名城大学
薬学部同窓会では同窓生の経営・勤務する会社及び薬局、団体等に限定し広告募集をさせて頂いておりま
すが、今回も数多くのご応募を頂くことができました。
　今後とも同窓会活動にご支援・ご協力いただきますよう、宜しくお願い申し上げます。

謹白

　ご協力いただきました会社様並びに薬局様には重ねてお礼を申し上げるとともに、以下のように会社名
並びに薬局名を掲載させていただきます。

令和 8 年 3 月吉日

※広告及び会社名の掲載順は、カラー、白黒、原稿の大きさ、申込み順になっております。【広告掲載会社一覧】（敬称略）

☆ 次回の広告募集につきましては、後日、ホームページにて掲載いたします。☆

会社名・掲載ページ 会社名・掲載ページ

株式会社メディカル一光グループ 98 株式会社スギヤマ薬品 99

たんぽぽ薬局株式会社 100 中部薬品株式会社 101

アイセイ薬局グループ 102 株式会社ファインメディカル 103

スギホールディングス株式会社 104 株式会社アマノ 105

株式会社サンドラッグ 105 天野商事株式会社 106

株式会社セイフフィールド 106 株式会社勝川薬局 107

株式会社杏林堂薬局 107 マツキヨココカラ＆カンパニー 107
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